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 題名から想起されますアニメは、かの有名なバスケットボール漫画のヒロインが主

人公の桜〇花道に出会ったときにかけた言葉を少し変えてみました。作業療法士とし

て働き出してもうすぐ 17 年ぐらいか…はじめはこの仕事が好きかどうかは分からなか

ったですが、今なら「大好きです。今度はウソじゃないっす。」と言えるような気が

しています。（これ一部の方しか伝わらないかもです。ごめんなさい笑） 
 教員なって 3 年目。さて、私の最近のトピックスは山口市社会福祉協議会から養成

校に依頼がきている「福祉教育ボランティア」に参加していることです。山口市内の

小学校に訪問し、「高齢者疑似体験」を担当しています。主に小学 4 年生が対象で、

そこに少しだけ「作業療法士の仕事とは？」という時間を頂いています。 
作業療法士の知名度は…30 人クラスに 3 人くらいでしょうか（まだまだ厳しい

…）。小学生のみなさんは一生懸命メモを取ってくれていて、こちらも毎回気合いが

入ります！重たい服を着て手足に重りをつけ、ゴーグルに耳当てに杖に…みなさん元

気よく体験してくれます。小学校の先生からも「普段、騒ぎまわる子どもがしっかり

と体験してくれていました」「あの子がこんな良い質問していました」なんてことも

たくさんあります。アクティブラーニングの力ですね！体験を通して高齢者の気持ち

に寄り添い、気づきも多く、積極的に発表もしてくれます！後日、生徒さんからお礼

の手紙に感謝の気持ちとともに「作業療法士になりたいです」なんてこともあります

( ;∀;)もう嬉しくてたまりませんね！コメの学生もボランティアに参加してくれます。 
苦戦しながらも自主的に動く姿をみると小学校も養成校もどちらにも良い活動だと

感じています。この仕事に感謝です。 
 結果的に私は職場でも士会でも作業療法のことばかり話しているようです。広報部

冥利に尽きます（笑）それを楽しいと思ってやれているので私は「作業療法」が好き

なのでしょう。好きな仕事を続けていくために、みなさんにとって魅力的な会にする

ために役員全員、それも全国レベルで全力で考えています。まずは横のつながりを大

切にできる、困ったときには助け合える会にしていきたいです。微力ではありますが

頑張ります。 

 

 所属：山口コ・メディカル学院  
氏名：大田 茂臣 
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この度、現職者選択研修会（身体障害領域の作業療法）ついて研修を行うことと致しました。 
Zoomでの web研修会といたします。当日 Zoom の操作など必要となりますので、事前に準備をお願

いいたします。研修を運営するにあたり、皆様にもご協力をいただく点もありますが、多くの学び

や気づきにつながるよう、より多くの皆様に参加いただけるようよろしくお願いいたします。 

 

1. 日 時：令和 6年 12月 15日（日） 9時〜16時 （受付 8時 30分〜） 

2. 会 場：Web開催（Zoom） 「ミーティング ID」「パスコード」等は、後日連絡いたします。 

3. 対 象 者：県士会員、その他  

4. テーマ及び講師： 

9:00～10:30 身体障害領域の基礎知識 
山口県済生会豊浦病院 

齊藤 隆一 先生 

10:40～12:10 急性期の作業療法 
山口県立総合医療センター 

内田 亜記 先生 

12:50～14:20 回復期の作業療法 
周南リハビリテーション病院 

御書 正宏 先生 

14:30～16:00 生活期・終末期の作業療法 
三田尻訪問看護ステーション 

古谷 正登 先生 

 

5. 参 加 費：中国地方県士会員 3,000円 その他県士会員 4,000円 非会員１5,000 円 

申し込み後、担当より支払いのご案内メールを送信いたします。PassMarket を通じての 

支払いとなります。 

【注意事項】 

パスマーケットの利用にはヤフーIDの取得が必須です。ヤフーＩＤを取得の上ご利用ください。 

できるかぎりヤフーIDの取得をお願いします。 

ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-

920-0171）にて事務局に連絡して下さい。振込口座を連絡します。 

原則として参加費の返金はいたしません。万が一返金の必要があるときは手数料を差し引いて返

金します。 

6. 申込方法：https://forms.gle/SLrc4NsuhJqT9mGk8または QRコードより必要事項を記入してくだ   

さい。 

7. 申込・支払期間：令和 6年 8月 1日（木）〜令和 6年 12月 2日（月） 

8. 問合せ先：山口県立総合医療センター 

 リハビリテーション科 山本 拓海 

Tel：0835-22-4411  当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

Mail：rihabiri@ymghp.jp   

 
 

研修会案内 
 

県士会主催の研修会案内 

令和 6 年度 現職者選択研修  

身体障害領域の作業療法」のご案内 

mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/SLrc4NsuhJqT9mGk8
mailto:rihabiri@ymghp.jp
https://forms.gle/SLrc4NsuhJqT9mGk8
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1. 日 時：令和 6年 11月 17日（日）9時～16時 20分（受付 8時 30分～）  

2. 場 所：山口コ・メディカル学院（対面形式） 

3. 対象者：(一社)日本作業療法士協会会員  

※申し込みまでに(一社)日本作業療法士協会への入会手続き・会費納入をお願いします。  

4. 時間割： 

09:00～10:30 講座 1「作業療法生涯教育概論」（木下大介先生） 

10:40～12:10 講座 7「日本と世界の作業療法の動向」（斎藤隆一先生）  

13:10～14:40 講座 3「職業倫理」（上野祥志先生）  

14:50～16:20 講座 8「事例報告と事例研究」（徳若雅之先生） 

5. 参 加 費：山口県士会員、中国地区県士会員無料、それ以外 1講座 500円. 

6. 申し込み：URL・QRコードより申込フォームにアクセスし、必要事項を入力してくださ

い。https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8  

※各講座のテーマ名をご確認のうえ、お申込みください。 

7. 締め切り：令和６年 11月 14日（木） 

8. 問合せ先：山口コ・メディカル学院 TEL 083-933-0550  

教育部 徳若 雅之 

 
 
 
 
 
 
 
 
1. 日 時：令和 6年 12月 8日（日）9時～16時 20分（受付 8時 30分～） 

2. 場 所：専門学校 YICリハビリテーション大学校（対面形式） 

3. 対象者：（一社）日本作業療法士協会会員  

※申し込みまでに（一社）日本作業療法士協会への入会手続き・会費納入をお願いします。 

4. 時 間 割： 

09:00～10:30 講座 4「保健・医療・福祉と地域支援」（岡藤農先生） 

10:40～12:10 講座 5「実践のための作業療法研究」（古谷正登先生） 

13:10～14:40 講座 2「作業療法における協業・後輩育成」（天野真理子先生） 

14:50～16:20 講座 6「作業療法の可能性」（熊田美紗子先生）  

5. 参 加 費：山口県士会員、中国地区県士会員無料、それ以外 1講座 500円. 

6. 申し込み：URL・QRコードより申込フォームにアクセスし、必要事項を入力してくださ

い。https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8 

※各講座のテーマ名をご確認のうえ、お申込みください。 

7. 締め切り：令和 6年 12月 5日（木） 

8. 問合せ先：専門学校 YIC リハビリテーション大学校 TEL 0836-45-1000  

      教育部 石丸 拓也 
 

 

 

 

 

 

「第 1 回現職者共通研修会」のご案内 

 

「第 2 回現職者共通研修会」のご案内 

 

申込用 QR コード 

https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8
https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8
https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8
https://forms.gle/34egHGZekE9fUXBq8
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地域リエイブルメント推進委員会では人材育成基礎研修を行います。今回は約 5 年ぶりの対面形
式での開催です。研修テーマは「地域理解と提案力アップ！行動を引き出すコミュニケーションの
基本を学ぼう」です。わが町でのOT の関りを知ることで臨床の幅は確実に広がります。この機会
に地域のOT の関りを学んでみませんか？また、吉南病院の池田 晶代OTR を迎え、自分自身で行
動の変化を促す手助けをする方法“動機づけ面接”について講義いただきます。 
多くの学びや気づきにつながるよう、より多くの皆様に参加いただけるようよろしくお願いいた

します。 
1. テ ー マ：地域リエイブルメント推進委員会 人材育成基礎研修 

                ～地域理解と提案力アップ！行動を引き出すコミュニケーションの基本を学ぼう～ 
2. 日 時：令和 6年 11月 23日（土） 10 時〜15 時 （受付 9時 30 分〜） 
3. 会 場：山口県立総合医療センター救急棟 2階研修室（対面研修）  
4. 対 象 者：県士会員 
5. 内  容： 
１）事前動画視聴（後日、担当者より YouTubeのURL を送付します） 

「地域支援事業の基礎知識」と「各市町の地域支援事業」を対面研修までに視聴していただきま
す。※過去に地域リエイブルメント推進委員会（旧 地域支援事業班）の人材育成基礎研修受講者
は必須ではありません。 

2）対面研修 
①午前の部：模擬地域ケア会議（ブロックごと） 
②午後の部：全体研修・動機づけ面接について 講師：吉南病院 池田 晶代 OTR 

6. 参 加 費：1000 円  
支払方法：申し込み後、担当より支払いのご案内メールを送信いたします。パスマーケットを通
じての支払いとなります。 
【パスマーケットの利用に際しての注意事項】 
・パスマーケットの利用にはヤフーID の取得が必須です。ヤフーＩＤを取得の上ご利用ください。
できるかぎりヤフーIDの取得をお願いします。 
・ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-

920-0171）にて事務局に連絡して下さい。振込口座を連絡します。 
・原則として参加費の返金はいたしません。万が一返金の必要があるときは手数料を差し引いて返
金します。 

7. 支払期間：令和 6年 10月 21 日（月）～令和 6年 11月 15 日（金）21時まで 
8. 申込方法：https://forms.gle/XUozzoJjjDutb9d16 から必要事項を記入して下さい。（添付のQR

コードからも申込可能）申込後、確認用のメールが送信されます。届かない場合は、申込時のメ
ールアドレスが違っている可能性がありますので、再入力をお願いします。 

9. 申込期間：令和 6年 10月 21日（月）〜令和 6年 11月 15日（金）21 時まで 
10. 問合せ先：井上 清隆（長門総合病院） E-mail：yamaot.chiiki@gmail.com 
11. 研修当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 

「令和 6 年度地域リエイブルメント推進委員会 

第 2 回研修会」のご案内 

 

mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/XUozzoJjjDutb9d16
mailto:yamaot.chiiki@gmail.com
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この度、住環境福祉機器委員会では「住宅改修」について研修を行うことと致しました。 

対面形式での研修会と致しますが、当日天候などの影響により対面研修が開催できない場合は

Zoom研修へ変更させていただく場合もあります。研修を運営するにあたり、皆様にもご協力をいた

だく点もありますが、多くの学びや気づきにつながるよう、より多くの皆様に参加いただけるよう

よろしくお願いいたします。 

 

1. 日 時：令和 6年 12月 21日（土） 10時 20分〜12時 20分 （受付 10時 00分〜） 

2. 会 場：徳山駅賑わい交流施設（交流室 1）  

※研修施設には駐車場がないので、近隣の有料駐車場をご利用ください。 

3. 形  式：対面研修 ※発熱や咳、咽頭痛等の症状がある場合は、参加を控えて下さい。 

4. 対 象 者：山口県士会員、その他、住宅改修に興味のある職種の方 

5. 定  員：30名程度 

6. テ ー マ：「作業療法士が伝えたいケガをしない家づくり」（仮） 

7. 講 師：株式会社 HAPROT（ハプロット）代表取締役 満元 貴治氏  

      （執筆） 

  「作業療法士が伝えたいケガをしない家づくり」【学芸出版社】 

（取材・掲載実績） 

中国新聞（2024 年２月２日） 

新建新聞社「新建ハウジング」（2023年３月 30日号、2023 年 11月 10日号） 

リフォーム産業新聞（2022年 8月 8日、2023年 1月 30日） 

日刊木材新聞（2023 年 8月 29日号）  

8. 内  容：住宅業界で新築、リノベーション物件の設計に作業療法士と携わっている立場から、 

身体の変化に伴う住宅内事故、ケガを予防するための設計、住宅で知っておきたい知 

識などをお伝えし、グループワークを通じて住宅に必要な考え方をもらいたいと思い 

ます。医療関係者は住宅の事を体系的に学ぶ機会は多くありません。住宅改修で関わ 

る機会はあっても、建築実務者との関わり方がわからない、住宅の知識がないためコ 

ミュニケーションに苦労するケースはとても多いです。住宅に関する知識を深めるこ 

とで、こういったケースを回避したり、ひいては自分自身や大切な方の家づくりにも 

役に立つ内容となっています。 

9. 生涯教育ポイント：２ポイント付与  

10. 参 加 費：会員 500円、非会員 2,500円、他職種 500円 

支払方法：申し込み後、担当より支払いのご案内メールを送信いたします。 

PassMarketを通じての支払いとなります。 

【注意事項】 

パスマーケットの利用にはヤフーIDの取得が必須です。ヤフーＩＤを取得の上ご利用ください。 

できるかぎりヤフーIDの取得をお願いします。 

ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-

920-0171）にて事務局に連絡して下さい。振込口座を連絡します。 

原則として参加費の返金はいたしません。万が一返金の必要があるときは手数料を差し引いて返

金します。 

11. 支払期間：令和 6年 1１月１日（金）～令和 6年 12月 12日（木） 

12. 申込方法：https://forms.gle/wL4h7udmHq5oEVS46より必要事項を記入して下さい。 

右記に添付の QR コードからも申込可能 

13. 申込期間：令和 6年 11月１日（金）〜令和 6年 12月 12日（木） 

14. 主   催：山口県作業療法士会 住環境福祉機器委員会  

後  援：防府市リハビリテーション専門職協議会 

15. 問合せ先：原田訪問看護センター 岡 真人 

E-mail：y.jyukankyo@gmail.com 当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 

 

「令和 6 年度 住環境福祉機器委員会 全県研修会」のご案内 
 

mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/wL4h7udmHq5oEVS46
mailto:y.jyukankyo@gmail.com


一般社団法人 山口県作業療法士会 会報 No.346     R6.11.1 発行 

8 
 

問い合わせ先 
山口県立総合医療センター 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部  角上勇作  
Tel   0835-22-4411 
E-mail rihabiri@ymghp.jp 

※連絡事項： 

① 申込時のメールアドレスは、当日送受信ができる個人のメールアドレスでお願いします。 

② 申込後、確認用のメールが送信されます。届かない場合は、申込時のメールアドレスが違っ

ている、もしくは迷惑メールに振り分けられている可能性がありますので、再入力、ご確認

をお願いします。 

※メールがブロックされないよう設定をお願いします。何度入力しても確認メールが届かな

い場合は、担当者へお問い合わせ下さい。 

③ 複数回入力された場合は、最後の入力を有効とさせていただきます。 

④ 申込時の会員情報（会員番号・氏名等）は、日本作業療法士協会に登録したものと同じもの

を入力してください。以下の URLより確認をお願いします。 

https://www.jaot.net/mm/#/login適切に入力されないと生涯教育システムへ登録出来ませ

ん。 

⑤ 研修会中はビデオ撮影させていただく場合がありますので、ご了承下さい。個人情報の保護

については、会の方針に則り適切に運用させていただきます。 

⑥ 研修会受講時には当該年度有効の県士会会員証と協会会員証を提示してください。会費納入

が遅れ、会員証を受けとってない方は振込受領書を提示して下さい)。提示が出来ない場合

は生涯教育ポイントの発行は出来ません。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

1. 日 時：2025 年 1 月 18 日（土）9：00～15：00（受付 8：30～） 
2. テ ー マ：「呼吸器・循環器疾患における作業療法 実践編」 
3. 講 師：広島都市学園大学 健康科学部リハビリテーション学科 髙島 千敬先生 
4. 場 所：山口県立総合医療センター（対面式） 
5. 参 加 費：山口県作業療法士会 会員 1000 円 非会員 5000 円 

※ 駐車場代は自己負担となります（100 円） 
6. 支払方法：申込後、担当より支払いのご案内メールを送信いたします。パスマーケット

を通じての支払いとなります。 
【注意事項】 
パスマーケットの利用にはヤフーID の取得が必須になります。ヤフーＩＤを取得の上ご利用くださ

い。できるかぎりヤフーID の取得をお願いします。ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール

（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-920-0171）で事務局にお問い合わせ下さい。振込

口座を連絡致します。原則として参加費の返金は致しかねます。万が一返金が必要となった場合は手

数料を差し引いて返金させていただきます。 
生涯教育ポイント：2 ポイント ※非会員の方にはポイントの付与はありません。 
申込方法：下記 QR コードよりフォームに記載して申し込みをお願いします。 
申込締切：2025 年 1 月 8 日（水） 
 
 
      
 
  
 

前回に引き続き「呼吸器・循環器疾患における作業療法 実践編」をテーマに 
作業療法士協会の理事である髙島先生に、フィジカルアセスメントや呼吸介助方法等を

対面で学べる研修会になっています！昨今高齢化が進み、急性期・回復期・生活期で呼

吸器・循環器疾患を合併した方を担当する機会が増えています。臨床の疑問を解決する

有意義な勉強会なので、是非とも奮ってご参加ください！ 

Google フォーム URL 
https://forms.gle/iZFrKjjY1uxZqn2z9 

  

令和 6 年度 第２回学術部定期研修会 

呼吸器・循環器疾患における作業療法 実践編 
～求められる知識やリスク管理、考え方とは！？～ 

 

mailto:rihabiri@ymghp.jp
https://www.jaot.net/mm/#/login
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/iZFrKjjY1uxZqn2z9
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本研修会は、訪問リハビリテーション実務者としての基本技能と社会人としての心得を身に付けて

頂くための研修会で、山口県理学療法士会、山口県作業療法士会、山口県言語聴覚士会の三士会で合

同開催しています。 

今年度は「訪問リハスタッフに必要な基本スキルを学ぶ」をテーマに掲げました。第 8 次山口

県保健医療計画では、『退院・退所後の生活期リハビリまで切れ間なく提供可能な体制整備』や

『救急医療機関などから療養の場へ円滑な移行が可能な体制の確保』と記載されています。在宅

におけるリハビリテーションでは多くのことが求められています。今回の研修では利用者・家族

の思い傾聴し引き出すための面接の方法を管理者・訪問看護師としての視点で看護師 原田典子 氏

にご講演いただきます。また、在宅で関わることが多い呼吸器疾患に対しての呼吸リハビリテー

ション、呼吸理学療法・呼吸に関する機器の取り扱いを理学療法士 石光雄太 氏に講義と実技を行

っていただきます。更に、最新のコミュニケーション機器や在宅で使用される機器についてダブル技

研株式会社所長 吉本真一郎 氏に紹介・説明と受講生による実技体験を予定しています。 
研修会については、基本的な感染対策を講じ対面開催とさせていただきます。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 
 

1. テ ー マ：「訪問リハスタッフに必要な基本スキルを学ぶ」 

2. 日 程：令和 6年 12月 14日（土）  10:00～17：15 
3. 場 所：山口コ・メディカル学院 （山口市富田原町 2-24  TEL：083-933-0550） 

※ 発熱や咳、咽頭痛等の症状のある場合は、参加を控えて下さい。 

4. 対 象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士 

5. 定 員：80名  

6. 参 加 費：各県士会会員：1,000円、会員外：2,000円 

※ 今年度は 4時間以上の受講で受講証をお渡し致します。 

7. 参加費支払方法：返信用メールに記載いたします、振込先に振り込みをお願いいたします。 

8. 取得単位：  

作業療法士：日本作業療法士協会の会員の方は、生涯教育ポイントが2ポイント付与されます。 

言語聴覚士:日本言語聴覚士協会の会員の方は､生涯教育プログラムのポイントが取得できます。 

9. 主 催：一般社団法人 山口県言語聴覚士会 

10. 共 催：一般社団法人 山口県理学療法士会、一般社団法人 山口県作業療法士会 

11. 申し込み方法：下記の URL、QRコードよりお申し込み下さい。 

https://forms.gle/snu1MBim3gXMjQf47 

 

 

 

 

 

 

12. 申し込み締め切り：令和 6 年 11 月 29 日（金）※参加費の入金期日は 12 月 6 日（金）までとなり

ます。 

※入金期限までに支払いがない場合は参加できません。何かご不明な点がある場合は下記問い合わせ

先まで、メールにてご連絡下さい。 

13. 問い合わせ先：下関市立市民病院 リハビリテーション部 言語聴覚士 内田朋宏  

       E-Mail：brjbw049@ybb.ne.jp   

 

 

他団体主催の研修会案内 

第 15 回山口県訪問リハビリテーション実務者研修会開催のご案内 

 

https://forms.gle/snu1MBim3gXMjQf47
mailto:brjbw049@ybb.ne.jp
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～ 第 15 回山口県訪問リハビリテーション実務者研修会プログラム ～ 
 

【12月 14日（土）】 

09：30～      受付開始 
10：00～      開講式およびオリエンテーション 
10：10～10：30   アイスブレーキング・顔合わせ（グループワーク） 
10：30～12：00   「コミュニケーション機器の紹介・説明、体験）」 

〇ダブル技研株式会社 西日本営業所 所長 吉本 真一郎 氏 
12：00～12：45    昼休憩 
12：45～15：45   「基礎から学ぶ呼吸リハビリテーション～呼吸理学療法手技と機器の融合～」 

〇関門医療センター 理学療法士 石光 雄太 氏 
16：00～17：00   「生活面接の在り方」 

〇原田訪問看護センター 看護師 原田 典子 氏  
17：10～      閉講式 
17：15       研修会終了 
18：30       懇親会（湯田温泉周辺にて開催予定） 

 

※連絡事項： 

⑦ 申込時のメールアドレスは、当日送受信ができる個人のメールアドレスでお願いします。 

⑧ 申込後、確認用のメールが送信されます。届かない場合は、申込時のメールアドレスが違っている可

能性がありますので、再入力をお願いします。 

※『@ybb.ne.jp』『@google.com』からのメールがブロックされないよう設定をお願いします。 

何度入力しても確認メールが届かない場合は、担当者へお問い合わせ下さい。 

⑨ 複数回入力された場合は、最後の入力を有効とさせていただきます。 

⑩ 作業療法士の方は申込時の会員情報（会員番号・氏名等）は、日本作業療法士協会に登録し

たものと同じものを入力してください。以下の URLより確認をお願いします。 

https://www.jaot.net/mm/#/login 適切に入力されないと生涯教育システムへ登録出来ません。 

研修会受講時には当該年度有効の県士会会員証と協会会員証を提示してください。会費納入

が遅れ、会員証を受けとってない方は振込受領書を提示して下さい)。提示が出来ない場合は

生涯教育ポイントの発行は出来ません。 

⑪ 研修会中はビデオ撮影させていただく場合がありますので、ご了承下さい。個人情報の保護

については、会の方針に則り適切に運用させていただきます。 

⑫ 研修当日の欠席については、参加費の払い戻しはいたしませんので、ご注意下さい。 

⑬ 懇親会の参加の場合は事前予約の関係もあるため、追加での参加はお断りする場合がありま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.jaot.net/mm/#/login
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（R6.9.7～R6.10.11） 
＜他県士会ニュース＞ 
鳥取県 ニュース№124 
愛知県 ニュース№193 
東京都 ニュース№218 
香川県 ニュース№88 
広島県 会報 255 号 
神奈川県 ニュース№229 
京都府 ニュース No.25 
 
＜冊子・パンフ等＞ 
・山口県言語聴覚士会  

第 10 回山口県言語聴覚学会 
・山口県病院協会 会報 10 月号 
 
 
 
 
 
 
（R6.9.7～R6.10.11） 
施設情報 
＜新規施設＞ 
（山口地区） 
・社会福祉法人アス・ライフ  

放課後等デイサービスみらい フォア・アス

〒753-0033 山口県山口市大市町３番１２号 
TEL:083-902-6662 FAX:083-902-6652 
 
＜不在籍施設＞ 
（宇部小野田地区） 
デイサービスよりそい 
 
＜施設名変更＞ 
（宇部小野田地区） 
宇部興産中央病院 →医療法人社団 宇部中央

病院 
 

 
 
 
正会員の方へ本年度お送りした振込用紙は、

使用期限が 6月末までのため、現在は使用できま

せん。  
会費の納入がまだの方は、郵便局の振込用紙

を利用して、至急振込をお願いします。 
・振込用紙に会員氏名・ＯＴ協会会員番号、金 
額 8,000円と記入し下記へ振り込んでください。 

・会員証が届くまでは、払込受領証を必ず保管 

しておいてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

              TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます）。 
 
年会費が施設負担になっている会員の方へ 
来年 3月下旬に令和７年度会費振込用紙の発送

を予定しております。（コンビニ専用振込用紙） 
年会費が施設負担になっている施設所属の方に

は、施設宛の請求書とともに郵便局専用の振込

用紙を送付いたします。個人あての振込用紙は

送付しません。施設によってルールがそれぞれ

のようですので、年会費施設負担の場合でも個

人宛のコンビニ専用振込用紙の方が都合がよい

場合は、1 月末までに事務局までご連絡ください。 
施設単位でお申し出ください。その場合は原

則施設宛の請求書は発行いたしませんので、請

求書が必要な場合は、その旨ご連絡ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 

事務局より 

 

着文書 財務より 

郵便振替口座   

口座番号：01590-5-11556  

加入者名：山口県作業療法士会 

 
ゆうちょ銀行  
一五九支店 当座預金 0011556   
加入者名：山口県作業療法士会 

施設情報 
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議長：木下  書記： 三宅 

日 時 2024/09/24（火）19：00～21:15 （場所）：Zoom 

出席者 理事： 木下・中村・高山・赤木・池田・石原・岩本・大田・岡藤・河野・木原・ 

鈴木・信久・原・古谷・三宅 

監事：小林 

委員：田村・佐藤・天野・石丸・岡・御書・濱本 

出席理事：16 名 

事務局 田中・上田  

事務員 児玉・岡崎  

 
 
文書・委員推薦依頼等報告 
（R6/7/10～R6/9/13 まで） 
【県・市町より】 
・ 山口県 

健康福祉部：地域医療介護総合確保基金（介護
分）の事業提案→移動支援・訪問アセスメント研
修提案 
 

・ 各市町 
下松市：「百歳体操教室」・活動支援→中村 OT 

（8/1, 10/3） 西森 OT（8/23，9/19, 10/25） 
高齢者の一体的な実施事業における自
主活動グループへの活動支援について
→西森 OT（11/19） 

周南市：住民運営通いの場支援におけるリハビリ
テーション専門職の派遣→中村 OT
（10/3） 

山口市：9/25 地域リハビリテーションネットワーク
会議 →原 OT 

山陽小野田市：山陽小野田市の事業における講 
師派遣の依頼 →永冨 OT 
地域ケア個別会議（6・9・12・3 月）・介護 
予防応援隊レベルアップ講座（10/10）・あ 
たまの若返り教室（赤崎，厚狭，高千帆， 
各 5 回シリーズ） 

 
【協会より】 
・ 地域保健総合推進事業 地域・職域での予防・

健康づくりを目的とした保健活動を推進するため
の研修会 →山田 OT 出席 
 

＜各部からの報告・審議事項等＞ 
【事務局】 
・ 会員動向確認 9 月 13 日現在会員数 997 名（前

回比＋3） 
新入会者 3 名→承認 退会 0 名 

・ SCPA-Japan（日本脳卒中医療ケア従事者連合）
山口県支部設立あり．窓口担当の OT の推薦依頼
あり→木原 OT 

・ 地域医療介護総合確保基金（介護分）事業提案：
2 件の提出（①運転（移動）支援における当事者・
支援者に対する情報提供のためのリーフレット作
成事業，②生活課題アセスメント同行訪問指導者
養成研修） 

・ 事務局からの情報配信・一斉メールでの不具合あ
り．都度確認しつつ対応． 
 
＜各市町活動＞ 

・ 宇部市：協定締結について，9/5 に協定内容(案)
を提出．宇部市側の担当部署が決まり次第，正式
な協定内容の確認や今後のスケジュール調整を
行うことになる予定．（対応者：木下会長・河野
OT・信久 OT・石原弥生 OT・奴田原 OT） 

 
□災害対策室 
 令和 6年能登半島地震山口 JRAT活動報告会 ：

R6/7/23 実施済 OT 参加者 27 名 
 令和 6 年災害リハビリテーション研修会  ：

R6/7/28 実施済 OT 参加者 6 名 
 2024 年度大規模災害発生を想定したシミュレー

ション訓練  ：R6/9/25 例年どおり実施予定 
 
【財務部】 
・ 補正予算について 

県学会と地域リエイブルメント推進委員会の補正
予算案あり． 
 

【事業部】 
□企画委員会 
 第１回会議： ７/31（水）開催 

（組織率向上，若い世代を含めた横のつながり） 
学生支援（ホームページの学生用ページの作成，
金銭的なバックアップ，学会での動画コンテンツ
の共有，研修参加の補助，RUN 伴，国試対策，
臨床実習の進め方等） 
若い世代の県士会活動への参加促進（クーポン
や商品券，図書券などの報酬，県士会独自のポ
イント活動で県士会会費の割引等） 
所属感を高める為にポロシャツを作って学会や
地域活動に参加 

 
【学術部】 
・ 9/7 第 1 回定期研修会を対面で開催（参加者 36

名） 
 
 
 
 

一般社団法人山口県作業療法士会 
R6 年度第 3 回理事会 議事録 
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□学会運営委員会  （R6:周南地区担当）  日時：
R6/10/20（日） 9/24 時点で参加者数 82 名 
 学会企画・懇親会について： 

日時：2024/10/18（金）19：00～20：00 zoom 
テーマ：これからの時代における療法士の研鑽 

とは？療法士がこれからの時代を子育て 
しながら生き抜いていくためのちょっとし 
たコツ 

参加資格：県学会の企画の1つとして行う為参加
登録済みの会員・非会員・他職種・学生を対象 
基礎ポイント・資料の配布なし 

 運営スタッフ：58 名の参加希望あり 
 その他：査読の問い合わせは 1 件あったが問題 

なし 
 
（R7 年度：山口地区担当） 
 今年度中に，準備委員会開催予定の為，会議

費・交通費の補正予算を申請 
 
【教育部】 
・ 共通研修： 

11/17(日) 場所：山口コメディカル学院 
①作業療法生涯教育概論：木下大介氏，②日本と
世界の作業療法の動向：斎藤隆一氏,③職業倫 
理：上野祥志氏 ，④事例報告と事例研究：徳若
雅之氏 
12/8（日） 場所：YIC リハビリテーション大学校 
①保険・医療・福祉と地域支援：岡藤農氏， ②実
践のための作業療法研究：古谷正登氏,③作業療
法における協業・後輩育成：天野真理子氏，④作
業療法の可能性：熊野美紗子氏 
 
□臨床実習指導者養成講習会 

11/30(土)・12/1(日)    
場所：山口コメディカル学院  定員：80 名予定 
現在，28 名参加予定（そのうち 3 名非会員）．  

 
□MTDLP 研修会 
 基礎研修：10/13(日) 現在 15 名申し込み 

書き方研修：1/26(日) 事例検討会：2/16(日) 
 

【広報部】 
・ 11/10 レノファ山口戦の出展予約済み．山口コ・メ

ディカル学院学生 7 名が授業で参加予定． 
・ HP 業者に自動車運転のページを追加できるか確

認中 
・ 山口新聞より，作業療法の日（9/25）に伴う原稿依

頼あり．対応済み． 
 
□啓発活動委員会 

・ 各地区の啓発活動イベント参加について Google
フォームで集計中 
 https://forms.gle/UBcTPMw4fVk3ZmDw8 
（学生は 1 人 500 円で保険に加入予定） 

・ YIC の学生 1 名が下松地区の啓発活動に参加．
学校の保険で対応． 
 

（検討事項） 
・ レノファ山口の観戦チケットについて 

現在学生ボランティアの応募あり．会員に 2 枚，養
成校に 2 枚ずつ提供→承認 

□高校生 1 日体験実行委員会 
 夏休みに実施．申し込み時期にコロナ感染が拡

大し，辞退者が増えた．また，受け入れ施設も少
ない． 

 
□県士会ニュース編集委員会 
 新理事の紹介枠あり，依頼中． 
 コロニー印刷よりカラー刷り（￥2,000 増）の提案

あり．→Web 版もあるので今年度はカラー化は無
し． 

 

【福利部】 

・ 派遣事業に際しての補償保険について 
山口市：山口市より，山間地域の訪問 C 事業につ
いて当会への委託依頼あり → 受託 
4～5 名の出務可能者あり,保険の加入の検討． 
 

【渉外部】 
・ 参議院議員の田中まさし氏の外遊あり．日本作業

療法士協会は田中氏を支援．行政への訴えは政
治活動等，政治活動と選挙活動は異なる事を理
事も周知を．選挙活動は連盟で対応． 

 
【地域共生社会推進部】 

□地域リエイブルメント推進委員会 
 第 3 回会議（7/24） 

8/30 日研修会の打ち合わせ，その他今年度研
修会の打ち合わせ 

 第 2 回市町担当者会議（8/28） 
8/30日研修会の最終調整，11/23全県研修会，
フォローアップ研修会の打ち合わせ，今年度版
各市町の地域支援事業動画の再作成を依頼 

＜研修会について＞ 
 第 1 回（実施済）:8/30（金）オンライン「地域で輝

く OT へ！リエイブルメント実践講座~入院中から
退院後までの支援の在り方~」 
回復期病棟の OT に向けて 
参加者：会員 24 名，学生 1 名，市町担当者 10
名 

 第 2 回（予定）：11/23（土）対面研修（場所：山口
県立総合医療センター） 
午前中は市町担当者主導でブロックごとの研修，
午後は吉南病院池田昌代 OTR による「動機づ
け面接」に関する実習形式の研修会を計画中 

 第 3回（予定）：6地区で対面形式にて行う．委員
と市町担当者，地区別勉強会担当者で内容を検
討していく．時期は 12 月以降（2 月まで）としてい
る．基本的な位置づけは地域支援事業のフォロ
ーアップになるが，各地区のニーズに合わせて
内容は調整する． 

 日本作業療法士協会 2024 年度第 2 回地域事
業支援会議 10/5・6 日開催 
ハイブリッド開催 現地参加：原，ZOOM参加：井
上（選任者）・山田（聴講者） 
原 OT の現地参加について（補正予算）→承認 
 
 
 
 
 
 

https://forms.gle/UBcTPMw4fVk3ZmDw8
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□認知症支援委員会 
 8 月に協会へ過去の事例（周南市の過去事例）

を報告．県学会が終わり次第，事業を進めていく．
また，田谷 OT からの「認知症の世界の歩き方」
の研修情報を提供している． 

 
□運転と地域移動支援委員会 
＜報告＞ 
 8/11 第 1 回勉強会実施 参加者：23 名 
 9/3 第 11 回運転支援関連団体共同事業会議実

施  →完成した資料などを HP に掲載予定 
県士会ニュースには詳細を載せず，会員限定で
提供する情報はホームページに載せたい． 

 山大脳外科医とのミーティング →貞廣医師から
共同研究依頼あり（県や企業の補助金：9月末締
め切りを申請する予定）．共同研究者として田中
OTが協力．その後，県士会への依頼予定（数年
後か？）． 

 運転免許課より県士会員の所属一覧表（施設名
と連絡先）が欲しいとのこと．定例会において公
明党から運転免許行政に係る質問あり，警察と
県士会の協力体制のバックデータとして活用．
→承認 
ホームページは施設一覧を削除している． 

 委員会の第 2 回勉強会を 12 月頃に開催予定 
 

□こども支援委員会 
 5 歳児健診への作業療法士参画に対する情報

交換会（7/23：OT 協会制度対策部）参加（上田
OT) 
→こども家庭庁から各市町村へ OT 活用促進の
発信あり．協会は今後マニュアルを作る予定． 
委員会でも運用を検討していく． 

 教育領域への作業療法士参画における情報交
換会参加(上田 OT) 
各県士会からの支援学校への作業療法士の派
遣事業の情報交換会あり 

 山口県立防府総合支援学校への講師終了
（8/20）（上田 OT） 保護者 24 名，教員も参加 

 11/20 山陽小野田市健康増進課より講師依頼
(上田 OT) 約 45 名参加予定． 
「0～3 歳児対象の正常発達と遊びの関わり方」 
ボランティアスタッフ（看護師・保育士）に向けて． 

 今後の事業運営について（要望） 
職場に派遣依頼書の送付があると動きやすい．
また県の基幹型施設（山リハ，鼓ヶ浦等）の発達
領域の施設が無い圏域には県士会から派遣して
もらえばマンパワー不足を補える． 

 
□住環境福祉機器委員会 
＜福祉機器担当＞ 
 12/21 研修会予定．委員で役割分担済み． 
 
＜生活行為工夫情報事業担当＞ 
 生活行為工夫情報事業  

12/1 西部ブロック研修会開催予定．西部ブロッ
ク会議が 9 月末～10 月上旬に開催，参加予
定． 
可能であれば地区理事も参加する． 

 

【制度対策部】 
□介護保険対策委員会 
 R6 年度 山口県介護保険関係団体フォーラム 

委員 4 名参加 
日時∶R6/9/8（土）9:40〜13:00 
講演∶「R6 年度介護報酬改定の状況～求められ
る対応と今後の動向～」 
「介護保険制度・高齢者福祉制度と 2040 年問題
〜人口構造の変化と地域差の拡大からの検討
〜」 
会場∶ＫＤＤＩ維新ホール 
 

【常設委員会】 
□訪問リハビリテーション研修会運営委員会 
 第 15 回山口県訪問リハビリテーション実務者研

修会（ST 士会主催） 
日時∶R6/12/14（土）10:00〜17:15 
テーマ∶「訪問リハスタッフに必要な基本スキルを 

学ぶ」 
会場∶山口コ・メディカル学院 
 

 3 士会合同訪問リハビリテーション勉強会 
日時∶R6/9/20(金)19:00〜20:30 
テーマ∶訪問リハビリテーションのネットワークの 

構築 
会場∶Zoom ミーティング 
参加者 25 名（OT8 名） 
LINE にてネットワークを作った． 
 

□中国地区合同研修会運営委員会  
 10/5，セミクローズド研修 6 名，クローズド研修 7

名の参加者で申込み 
 令和 7 年は山口県士会が担当県となっているた

め日程等の準備を開始する． 
 

【特設委員会】 
□地域保健総合推進事業委員会 
 9/18 山口市健康増進課の健康ｺﾝｼｪﾙｼﾞｪ事業

について事業担当者より説明を受け，意見交換
を実施（田谷 OT） 

 
□生涯教育制度調整委員会  
 精神・小児領域の研修会の運営が検討課題． 

 
□新規会員増のための検討委員会 
 ４８会議より 「士会員＝協会員」へ 

学生会員や非会員の掘り起こしの検討が必要．
学生会員に関しては養成校の委員とも検討する．
また，施設代表者会議にも非会員が参加してい
る士会もあり．地区ミーティングでも活用の可能
性あり． 
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9 月ですが、まだまだ猛暑が続いている中、皆様、体調などは崩されていないでしょうか。少しずつ

過ごしやすくなることを祈りながらりじうらを始めていきます。 
まず、県士会の活動における保障についてです。市町村から県士会に様々な依頼がきています。万

が一のことがあった時の保障体制について検討中です。会員の皆様が安心して活動ができるよう検討

を重ねていくことになりました。県士会の活動に少しでも興味がありましたら職場の方や、スタッフ

へお声掛けください。 
次に、災害対策についてです。直近の大雨や台風の影響などで被害のあった県もあります。今年度

も「大規模災害発生を想定したシミュレーション訓練」が実施されます。ぜひ自分事として考えるき

っかけにしてもらえると幸いです。 
最後に県学会についてです。いよいよ 10 月 20 日に開催されます。運営スタッフ一同、参加される

皆様にとって有意義な時間になるよう準備を進めています。対面での学会参加は様々な作業療法士と

関わる大きなチャンスです。実りのある時間になること間違いなしです。ぜひ参加を検討してくださ

いね。 
ではでは今回のりじうらは終了となります。また次回、お会いしましょう！！ 
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ふと感じる冷たい空気。徐々に色づく山々。長い夏が終わり、すっかりと秋めいてきましたね。 
秋といえば「〇〇の秋」ですが、皆さんの好きな〇〇は何ですか？ 

  私が好きな〇〇は断然「食」ですね。 
  美味しい食事に欠かせないのが、美味しい酒！ 
  秋の酒といえば・・・・・ワインではないでしょうか！？（異論は認める！） 
  今日のしっちょるは、秋に解禁日を迎えるボジョレー・ヌーヴォーについてです。 
 
 【ボジョレー・ヌーヴォーとは？】 
  ボジョレーとは、フランス・ブルゴーニュ地方のボジョレー地区のこと。ヌーヴォーとは、フラ 

ンス語で「新しい」という意味で、その年に収穫したブドウを使用し造られる新酒のことを言い 
ます。 

  当然熟成されているものではないので、フレッシュでフルーティな味わいが特徴です。 
  ボジョレー・ヌーヴォーに使用されるブドウは「ガメイ種」100%で、タンニンが少なく花の様な 
  甘い香りと、イチゴの様な甘酸っぱさと評されます。 
  ちなみに、赤ワインとロゼのみで、白ワインはボジョレー・ヌーボーには含まれません。 
 
 【ボジョレーの解禁日とは？】 
  ボジョレーの解禁日は 11 月の第 3 木曜日と定められています。 
  これは、フランス政府が制定したものだそうです。もともとは 11 月 15 日だったようですが、15

日が休日にあたってしまうと、売れ行きを左右するため第 3 木曜日に変更されたそうです。 
 
【なぜ解禁日が必要なのか】 
 早く仕込んで早く売り出せば儲かる！！っていう早い者勝ちを防ぐ為に制定されたそうですよ。 
 早く売り出すことで質の低下を招くこともあったとか。 
 消費者としては質が担保されるのでいいことですよね♪ 
 
【今年の解禁日は？】 
 2024 年の解禁日は、11 月 21 日（木）です♪ 
 
ボジョレーの解禁楽しみですね～（私だけ？） 
くれぐれも暴飲暴食に気を付けましょうね♪ 
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【編集後記】 
最近、流行り??のスーパーフードのひとつアサイー（ボウル）を先日初めて食

べました。ずっと食べてみたくて、お店を探していたのですが、先日下関に行っ

た際に気になるお店があり、購入！ 

結果、リピートしたいと思えた食感でした。アサイー自体の味はあっさりして

いてシンプルな感じですが、グラノーラや果物とのマッチがとても好みでした。

ちなみにアサイーはポリフェノールなどが多く含まれており、免疫力を高めた

り、消化機能を助けるなどの効果があるとの事です。是非食べてみられて下さ

い。そして皆様の中での流行りの食べ物はなんでしょうか？？？ 

文責：岡本 
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